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    
 相談窓口が多くて，どこに相談したら良いのか分かりにくいこと     
 教師がいる職員室が無いこと     
 授業を休んだ時に，どこに連絡すれば良いのか分かりにくいこと     
 自分の座席や教室が決まっていないこと     
 どこで昼食を取れば良いのかが決まっていないこと     
 授業と授業の間に長い空き時間ができる場合があること     
 昼休みの時間の過ごし方が決まっていないこと     
 所属クラスが無く，友人を作る機会が少ないこと     




    
 時間割を自分で決める必要があること    
 シラバスを見て，自分で授業を選ぶ必要があること    





    
 教科書や参考書が無い授業があること     
 高校までと比較し，授業時間が長いこと     




    
 授業の試験勉強をする際に，問題集や参考書等が無いこと     
 試験範囲が広くて，どこを勉強したら良いのか分かりにくいこと     
 試験問題が暗記問題だけではなく，論述形式の問題もあること     












    
 制服が無いため，毎日着ていく服装を自分で決める必要があること     
 図書館の使用方法など，授業の内容以外に覚えることが多いこと     


















 慣れない土地での生活に慣れること    




   
 その他家事（掃除，片付け，洗濯等）を自分で行う必要があること     
 朝に自分1人で起きる必要があること     
 家に話し相手がいないこと   
 金銭管理を自分で行う必要があること   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